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 無くしたい養護家族による高齢者虐待  
 高齢者虐待とは、高齢者に対する身体的・心理的虐待、介護や世話の放棄・放任

などのことです。社会的な問題となり平成１８年に「高齢者虐待防止法」が施行さ

れ、発見した場合は市町村に相談・通報を行ない、市町村は調査した上で関係機関

と連携して迅速に高齢者保護の措置をとっています。厚労省調査によれば全国の平

成２０年度中の虐待件数は、介護施設職員によるもの７０件、世話をしている家族

養護者によるものが１４,８９９件ですが、これは実際の件数の一部とも言われてい

ます。諏訪広域連合のアンケート調査でも、ケアマネジャー１１０人のうち３１％

の人が、担当している利用者の中で高齢者虐待事例があったと答えています。 

 続柄では、息子が４０％で娘が１５％と実子によるもの５５％、配偶者によるも

のが２２％を占めており、人生の最晩年で身近な家族間で虐待をひきおこす事態は

どちらにとっても地獄であり、なんとしても無くしたいものです。背景には家族の

長年の人間関係などもありますが、何といっても限界に達した介護疲れがあります。

在宅介護支援の一層の整備や、介護者とりわけ男性介護者への支援が課題です。 

 

 

 

 

 

高齢者虐待の種類と件数

身体的
虐待,

9,467件
41%

性的
虐待,
116件

介護等
放棄,

4,020件
17%

心理的
虐待,

5,651件
24%

経済的
虐待,

3,828件
17%

     虐待の
種類別総件数
    23,082件

厚労省の調

査発表より

平成20年度

虐待件数は14,899

件ですが、1件で複

数種類もあります

高齢者虐待の養護者の続柄

娘,
 2,479件

 15%

嫁,
1,397, 9%

孫,
756, 5%

その他,
1,465, 9%

息子
 6,589件

 40%

妻,
855,5%

夫,
2,833件

17%

平成20年度

虐待件数は14,899

件ですが、1件で複

数者もあります

厚労省の調

査発表より

虐待の
続柄別総件数

16,374件


